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芸術文化の将来を担う人材育成と芸術文化の向
上発展のため、本市を中心に活動する若い芸術家
に贈られる賞です。今回の受賞者は以下のとおり。
井上 周一郎さん（彫刻）
鹿児島大学大学院美術教育専修彫
刻分野修了。日展、白日展を中心に
活躍し、昨年は鹿児島での初個展を
開催するなどその旺盛な創作活動は
ますます活躍の場を広げている。具
象彫刻が盛んな鹿児島で多様な表現
を切り開く貴重な存在として、今後
益々の活躍が期待される。
川田 絵里子さん（マリンバ）
国立音楽大学器楽科打楽器専攻卒
業。関東での演奏活動を経て、現在
は鹿児島を拠点に全国的な演奏活動
を展開。繊細な表現力とダイナミッ
クな躍動感を兼ね備えた個性豊かな
音楽性は、鹿児島のこれからの打楽
器界を担う逸材として注目されている。
山下 晴道さん（絵画）
武蔵野美術大学卒業。南日本美術
展、鹿児島県美展を中心に作品発表
を続ける。ここ数年は 雲 をテー
マにスケールの大きさとともに、
時々刻々と変化する表情を巧みに画
面の中に取り込むなど、新しい作風
を創り出しつつある。その着実な歩
みは今後の飛躍を予感させる。

【文化課 】

る。

第 回 鹿児島市春の新人賞

平成 年 月 日現在
で、全国一斉に国勢調査
が行われます。

国勢調査は、日本に住んでい
るすべての人を対象に、大正
年から 年ごとに行われている
最も基本的な統計調査で、今回
の調査は 回目になります。皆
さまのご協力をお願いします。

【総務課 】】
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テーマ 地域の
安全は地域で守
る 住民参加型
の訓練 、サ
ブテーマ 災害
時要援護者を支
援する を掲げ
て訓練を実施し
ます

月 日（火）
桜島火山爆発総合防災訓練

イベント講座（事前に申し込みが必要）
対 象 市内に住む人（定員を超えたら抽
選。小・中学生のときは保護者同伴）
受講料 無料（ は材料代が必要）

日替わりイベントブース

月 出 展 内 容
日（木） 自分でできる家の補修
日（金） 生命保険診断・資産づくり相談
日（土） 手軽にできる収納術
日（日） 携帯電話相談
日（月） 肌診断・化粧相談

月 出 展 内 容

月 時 間 講 座 名 定員・対象

日（
木
）

時 分
時 分 不思議実験手作りバター 人

時 分
時

古布を使った干支の置物づくり
材料代 円 人（託児あり）

日（
金
）

時 時 ちょっと得するマネープラン
今からはじめる老後資金づくり 人

時 時 くらしの安全対策 身近な製品
事故にご用心！ 人

時 時 焼酎講座 材料代 円 人（ 歳以上の人）

日（
土
）

時 時 キッズスクール お金の役割っ
て何だろう

小学 年 年
生と保護者 組

時 分
時

ものしり博士に聞いてみよう
消費者庁ってなあに？

人（小学 年
年生）

時 時 アクリルたわしの作り方 人（小学 年生
以上）

時 時
分

子ども計量教室 はかりをつ
くってみよう

小学 ・ 年生
と保護者 組

日（
日
）

時 時 みんなで考えよう作ること・選
ぶこと・食べること

人（小学 年
生以上）

時 時
分

キッズスクール 電気の仕組み
乾電池を作ってみよう

小学 年 年
生と保護者 組

時 時 キッズスクール おいしい野菜
のヒミツ

小学生と保護者
組

時 時 ダンボールコンポストでグリー
ン作戦

人（小学 年生
以上）

日
（
月
）

時 時 生き生きメイク術 人

時 時 カラーで着こなし美人になろう 人

月 時 間 講 座 名 定員・対象

月 日（木）
日（月）

山形屋 号館
階大催場
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【市消費生活センター 】

申し込み 往復はがきかメールで希望講座番号と講座名、住所、
氏名、年齢、学年、電話番号を 月 日（必着）までに
鴨池二丁目 市消費生活センター （ メール

＠ ）へ はがき 枚、メール
通につき 講座
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昨年 月 日から 月
日に市景観写真コンテ
ストの作品を募集しまし
た。
応募 点を市景観審

議会で審査し、最優秀賞
点、優秀賞 点、入選
点を決定しました。

市景観写真コンテスト受賞作品展
期 間 月 日（月） 日（金）
場 所 市役所東別館 階市民ロビー

【都市景観課 】

市創業セミナー第 シリーズ
鹿児島の未来経済学 その時、どうする

鹿児島中央駅駅舎の増改築工事に伴い、キャ
ンセビル 階で業務を行っていますが、 月中
旬から次の場所で業務を開始します。
場 所 鹿児島中央駅駅舎西口 階

（中央町 出逢い杉広場前）
【サンサンコールかごしま 】

移転のお知らせ

鹿児島中央駅市民サービスステーション
移転のお知らせ

ソフトプラザかごしま（名山町 県産業会館隣）
対 象 県内の情報関連企業（中小企業で創業
年以内。新規創業も含む）で、主たる事業所をソ
フトプラザかごしまに移転しようとする企業

平成 年 月からの入居者を募集します

ソフトプラザかごしま・ソーホーかごしま
平成 年 月からの入居者を募集します

対 象 新規創業を考えている人、
事業者、中小企業経営者など
場 所 ソーホーかごしま
申し込み ファックスか メールで氏名、
連絡先、事業所名（学校名）、受講動機を 月
日までに企業振興課 （
、 メール ＠
）へ

ソーホーかごしま（易居町 市役所みなと大通り別館）
対 象 を活用して新たに創業しようとする人
か を活用してすでに事業を行っている法人 個
人など（企業は創業 年以内で従業員 人以内）

共通事項
申込期限 月 日（消印有効）
申し込みなど詳しくは企業振興課 へ

募集室数 面 積 月額使用料 入居時期

室 万 円
万 円

今年 月
上旬

募集室数 面 積 月額使用料 入居時期

募集室数 面 積 月額使用料 入居時期

室 約
約

万 円
万 円

今年 月
上旬

募集室数 面 積 月額使用料 入居時期
月 日（木） 時

分
時

基礎データ編 米倉 孝一氏
（市インキュベーショ
ン・マネージャー）

月 日（木） 事例編
月 日（木） 事業モデル編

市景観写真コンテスト受賞作品

最優秀賞
桜島の夜明け（錦江町にて）
池田 孝さん

優秀賞
溶岩に囲まれて（有村町にて）
大社 正照さん 優秀賞

浄水場の春（皆与志町にて）
萩之内 明弘さん

喜入地域に整備を進めている観光農業公園内に
設ける農家レストランなどの施設を整備・運営す
る民間参画事業者を募集します。
募集する施設
農家レストラン 地域の食材を提供し、市民や
観光客などの来園者を鹿児島の食でもてなす施設
生産用農場（畑） 農産物の生産を行う施設
生産用農場（豚舎） 畜産物（豚）の生産を行う施設
募集要項の配付 月 日 月 日
募集要項の配布場所 グリーンツーリズム推進
課 市ホームページからもダウンロードできま
す
申込受付期間 月 日 月 日
参加資格、募集条件など詳しくはグリーンツーリ
ズム推進課 か募集要項をご覧ください

募 集 観光農業公園（仮称）民間参画事業者募 集

ソーホーかごしま創業準備ブース使用者募集（ 月 ）
募集区画 区画（約 ） 申込期限 月 日
詳しくは企業振興課 へ

受講者
募 集
受講者
募 集

周年記念講演会
演 題 長寿にそなえた骨
の健康と食事 成長期に作
られた骨は一生の宝物
講 師 廣田孝子氏（京都
光華女子大学人間科学部教
授）
日 時 月 日（木） 時
時 分

定 員 人（託児あり）
申し込みはイベント講座と
同じ


